
　発災直後１０分以内に行う、消火・救助・救護がその後の被害の行方を大きく左右します。そのため、少しでも
被害を少なくするためには、住民のみなさんの協力が欠かせません。みなさんが、素早く判断し的確な行動がと
れるよう、消防が持つノウハウを少しでも伝えられればと思います。
　我々署員は、発災時、消火活動、救助といった長期にわたる活動が予想されます。そのためにも知識、技術、体
力を培う訓練を行っていますが、そんな我々でも必ず生き残れるかは誰にも分かりません。万が一のことがあ
れば、圧倒的に救助の手が不足するのです。
　しかし、一人ひとりの備えができていれば、限られた救助員の中で本当に救助が必要なところへ助けに向かう
ことができます。基本的な備えである家具の固定やガラスの飛散防止などの自助は絶対に取り組んでください。
　一人の犠牲者も出さないためには、助かるひと、救助できるひとを増やすことが災害対応の第一歩だと考え
ています。

発災時、町職員は人命救助や行方不明者の捜索が最優先となるため、避難所に駆けつけることができないことが想定されます。
そのため、地域住民による避難所運営が必須です。

救助員が全員救助に回れるとは限りません。さらに火災や建物倒壊、道路の寸断があると救助に時間を要し、救助の手が来ないことも十分
考えられます。

四万十清流消防署
笹岡署長

この人に直撃
インタビュー！災害現場の最前線に立つ消防署員

　自助、共助に続いて特集の最後は、公助。近年、頻発する災害の被災地からは「まさか、自分が」という声を耳にしま
す。そんな誰もが被災してしまう今日、一人の犠牲者も出さないために、公的機関では避難場所などの整備や、備蓄な
ど様々な備えを行っています。
　しかし、その備えにも限界があります。

30年以内に80％の確率で発生すると言われている南海トラフ地震。公的機関は一人の犠牲者も出さないため
に様々な取り組みを進めていますが、そこには限界があること、皆さん知っていましたか？
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